
14 

(DAIRYMAN-2010-AUTUMN) 

I章晴育牛の管理
①新生子牛のための分娘管理

本誌は、後継牛を生産する管理技術を広〈提

供することが目的です。「牛の一生」を考えると

き、その最も危険な時間は、牛が生まれ出るそ

の|瞬間でしょう。出生に当たっての子牛の死亡

率は北海道の平均で8.8%(2008年、北海道版

業共済組合連合会=北海道NOSAJ)であり、!災

家ごとに大きな差があります。 分娩~IJ放率が

5%を超える場合、その分娩管理には問題があ

り見直しが必要であるといわれています。分娩

管理がうまくいっているかどうかを見極めるた

めに、まず、自分の}足場の分娩~IJ放率を知るこ

とが大切です。

j--難産や死産の原因と予防

難産や死産の直接的な原因は、次のようなこ

とが考えられます。

①.jlif迫が1郎、

②n白子が大き過ぎる
③l治子の体位が異常である(失位している)

@汗ー宮捻転(ねんてん)を起こしている

⑤駒市が弱い

これらの原因は、すべて偶発的に起こるもの

のように感じられ、難産を予防することは、で

きないように思われます。しかしながら、山家

によって難産や死産の発生率に大きな差がある

ことから、それぞれの民家において磁焼の迎い

や、人為的な発生要因が左右していることが考

えられます。それら環境や人為的に起こる難産

の発生要因については、次のことが考えられま

す。

直接的な原因として挙げた①産道が狭い、②

j治子が大き過ぎる については、早過ぎる助産

や早過ぎる交配から生じていることが考えられ

ます。早過ぎる助産により、 産道がまだ十分に

緩んでいないうちに引っ張ること(けん引)を始

めると、 )J台子が大きい、あるいは鹿追が狭いと

感じるでしょう。また、育成牛が十分に成長せ

ず、骨盤が未発達のうちに交配することで、分

娩l時においても骨盤が狭くなり難産を引き起こ
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します。③H台子の失位、④子信捻ilii.ーについて

は、舎飼いの牛に多く発痕し、狭く、滑りやす

L 、牛床で、頚をつながれている牛の分娩ではさ

らにそのリスクが高まるでしょう。⑤陣痛が弱

L、ーについても分娩前からのカJレシワムのコン

トロールや栄養補給、巡動などにより予防する

ことができるでしょう。

[2 __ 駿産を予防するための交配の条件

子牛を健康で能力ある後継牛に育てる技術の

確立は、その母牛である育成牛に対しての交配

から始まります。単純に期1'1])'を回避する目的で

あれば、ホノレスタインに対し和ヰのt重牛を交配
しF，を生産することでしょう。しかしながら、

自家後継牛を育成する目的であれば、平均産次

が2.5産を迎えようとしている現在では、初産

牛からホノレスタインを交配し後継牛を生産 育

成していかなければなりません。そのためには、

初産分娩時に難産が発生しないような交配の条

件を考える必要があります。

まず、早過ぎる交配は避けなければなりませ

ん。分娩時に難産しないためには、分娩1時点で

体高140cm、体重600kgを超える必裂があり、

交配時において体高125cm、体重350kgを超え
ていることが最低条件になります。交配するl時

点で骨盤が狭いと感じられるようであれば、さ

写真1 分娩時の寝起きにおける前低後高の姿勢。 この姿
努により胎子はいったん子宮内に戻吉れる。軽い
佑子の失位は、胎子自らの動きで自燃に治る
















